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研究成果の概要 
ヒトの言語の起源と進化の問題は、過去には荒唐無稽として退けられていた時期があり、その

後も個々の分野毎に他とは独立に考察が行われていた。本領域は異なる 5 分野（言語理論、行動
生物、人類進化、認知発達、創発構成；下図参照）が階層性と意図共有を 2 つの柱として協力・
融合して研究を進めた。結果、1. 言語研究の二大潮流である生成文法と認知言語学を統合する
理論を創出し、ヒトと動物をつなぐ研究プログラムを推進した。2. ヒトと動物の音声信号を統
一的に分析する手法を開発した。また、言語の根幹のひとつである発声学習について、回路可塑
性を制御するメカニズムを同定した。3. 階層性と意図共有の萌芽をそれぞれ考古資料と動物行
動とに見出した。4. 意図共有と階層性が融合する過程を個体発達の中に見出した。5. 言語コミ
ュニケーションの創造性をシミュレーションやロボット実験で検証し、共創のための技術を提
案した。これらの成果を得る過程で、多くの若手研究者を育成し、800 編を超える論文を公表し
た。本領域の活動は、言語の起源と未来のコミュニケーションについて独自の視点を供給し、新
たな融合領域として「共創言語進化学」を創出することに成功した。 

 
研究分野：理論言語学、認知言語学、行動生物学、進化人類学、発達認知科学、複雑系科学、構
成論、ロボティックス 
キーワード：共創、言語、進化、意図共有、階層性、生成文法、動物コミュニケーション、発声
学習、進化、考古資料、指差し、直示コミュニケーション、創発、構成 
 
１．研究開始当初の背景 

ヒトと他の動物を峻別するのは、言語による協力的・生産的・創造的なコミュニケーションで
ある。これを共創的コミュニケーションと名付ける。動物のコミュニケーションは受信者を操作
することで発信者（およびその血縁個体）の適応度を上げること(Slater, 1983)が主眼である。一
方ヒトの言語では、個々人が概念の階層的な構造(Chomsky, 2005 他)を使って思考し、それを一
次元化して発話する。発話の受け手は一次元の音列から概念の階層構造を推測・再構成する。こ
の過程は、話者間の意図共有(Tomasello, 2010 他)が可能にする。このことで言語は他個体の「操
作」のみならず個体間の「共創」をも可能にする。 
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言語の起源と進化について、18 世紀より Rousseau や Herder ら哲学者による著作が発表されて
いる。一方、あまりに思弁的・荒唐無稽な論文が多いとの理由により、パリ言語学会が 1866 年
に言語起源に関する論文を受けつけないとの会則を定めたほど学術的には評判が悪かった時期
もある。こうした歴史はあったが、動物コミュニケーションの比較認知科学、ゲノム科学、認知
考古学、シミュレーション科学等の進展により 1996 年よりこの分野の国際会議（Evolang）が形
成され、隔年で開催されるようになり、現在も続いている。これを契機として、言語の起源・進
化の研究が、学問として成立するようになった。 

ヒトは共創的コミュニケーションによって知識を共有・蓄積して文明を築いてきた。ヒトはこ
れによって生活圏を広げ、平等を進め暴力を減らしてきた(Pinker, 2012)。反面、ヒトはこれによ
って内集団・外集団の区別を必要以上に強くし、大量殺戮を可能にする技術を作ってしまった。
ヒトの未来を考えるために、ヒトがなぜ、どのように言語を獲得したのかを知る必要があると私
たちは考えた。 
 

２．研究の目的 

言語は人類が個人を超えた知を結集し、文明を作ることを可能にした画期的なテクノロジー
である。現在、人類は、言語と情報技術を基盤とした新しいコミュニケーションを創出しようと
している段階にある。言語は、「階層性」と「意図共有」の 2 つの能力が融合したところに発生
した、と私たちは考える。階層性とは、要素のまとまりが新たな機能を実現し、さらに、それら
（＝要素のまとまり）のまとまりがより上位の機能を実現することであり、意図共有とは、相手
が持つ実現したい状態を理解し、自分もそれを実現する意欲を持つことである。本領域では、言
語の起源と進化について、階層性と意図共有を 2 つの柱とした理論言語学的な仮説を構成し、生
物進化・人類進化・個体発生の異なる時間軸のレベルで実験研究を行う。得られた実験結果を用
いて、数理モデルの構成とシミュレーション実験を行う。そして再び、理論言語学的な考察を加
えて仮説を更新する。こうした理論・実験・構成の研究ループを通して、言語の起源と進化につ
いて説得力のあるシナリオを構築し、さらに、未来のコミュニケーションのあり方を提言するこ
とが本領域の目的である。本領域は、グローバル化によって生ずる国際的軋轢、情報利用の格差
によって生ずる幸福格差、急激に変化するコミュニケーション様式への適応障害、自閉スペクト
ラム症をはじめとする発達障害との共生不全など、現在起こっている問題の解法を提言すると
共に、人間性の本質と可能性について理解を深化させる意義を持つ。 
 

３．研究の方法 

言語は、思考のために獲得された心的な階層構造を、コミュニケーションのために一次元化し
て使用するという特徴を持つ。このため話し手と聞き手は互いが持つ意図（階層構造）を共有す
る努力をせねばならない。このような共創的コミュニケーションはどのように始まり、どのよう
に進化してきたのか。理論言語学からの枠組みを、系統発生・人類発生・個体発生の 3 つのレベ
ルから実験的に検討し、得られた結果を、心理実験、ロボット実験、数理モデル、数値シミュレ
ーションなどの構成的方法に供給して言語起源・進化のシナリオを構成する。さらに、高度に情
報化され今後も高度化する社会における共創的コミュニケーションの未来を示し、情報技術の
用法について提言を行う。 

 
A01 言語理論班（言語の起源・進化研究の理論的枠組み）：生成文法理論と認知言語学の対立

事項を精査し、言語起源・進化研究が立脚すべき枠組みを作る。これに基づき、音韻論・文化進
化論の知見も加え、階層性と意図共有を中心に据えた、言語の実験的研究の新たな枠組みを提供
する。B01-B03 および C01 の成果と枠組みを照らし合わせ理論の改訂を続ける。 

 
B01 行動生物班（言語の下位機能の生物学的実現）：霊長類・齧歯類・鳥類のコミュニケーシ

ョン行動や認知行動を対象として階層性と意図共有の萌芽を探る。この中から、A01 が提供する
枠組みを元に、言語の下位機能の神経科学的・分子生物学的実現を解明する。得られた結果から、
階層性と意図共有を理解するための仮説を作る。 

 
B02 人類進化班（言語の創発過程の人類学的研究）：考古学的遺物・化石人骨・ゲノム資料を

材料として階層性と意図共有の発現を検討する。これに基づき、A01 が提供する枠組みを元に、
ヒト科における言語機能の発生過程を実証的データ（遺物・化石・霊長類行動）と数理生物学的
な手法を用いて描き出す。 

 
B03 認知発達班（言語の発達過程の認知科学的研究）：音韻・文法・語彙・語用論という言語

の各面と関係する非言語情報について、乳児、幼児の言語およびコミュニケーションの発達過程
を精査する。A01 が提供する枠組みを元に、階層性と意図共有が乳幼児でいかに発現し発達する
かを解明し、個体発生と系統発生に共通するコミュニケーションの原理を構築する。 

 
C01 創発構成班（言語の起源・進化の構成的理解）：言語起源・進化を理解するための暫定的

枠組みにもとづき、モデル化とシミュレーション技法、および心理・行動実験の方略を検討する。
またロボット実験とシミュレーション実験の適用範囲を明確に定義する。A01 が提供する枠組
みと、B01-B03 で得られたデータをもとに、ロボット実験、数理モデル、数値シミュレーション
を駆使して言語起源・進化のシナリオを作る。また、言語進化実験・対話実験・SNS 解析から言
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語の文化進化のメカニズムを探る。さらに情報環境の変化を考慮に入れたシミュレーションに
より、ヒトと技術の共存についての提言を行う。 
 

４．研究の成果 

本領域は人間が言語を用いて行う独自の「共創的コミュニケーション」が人間性の本質的理解
への重要な手掛かりであると位置づけ、言語およびコミュニケーションの起源・進化の問題に学
際的に取り組み、これを解明しようとした。その際、階層性と意図共有を共創の 2 大要因として
位置づけ、これらの特質を生み出すメカニズムを進化的に明らかにすること、さらにこれら 2 つ
を統合的に理解することを直接の目的として、多様な異分野融合研究を展開した。A01 班が提示
した理論を B01-B03 班が実験的に検証し、C01 班がモデル化する、さらにそれに基づき A01 班
が新たな理論を作るというループが効果的に機能した。 

 
2022 年 9 月には、本領域が中心となって、言語起源に関する国際的な 2 つの組織 Evolang（言

語の文化進化に重点）と Protolang（言語の生物進化に重点）を統合した合同国際会議 JCoLE (Joint 

Conference on Language Evolution)を金沢で開催することとなった。このことは、本領域の活動が
国際的にも高く評価されていることを示す。また、基礎研究を活かした共創コミュニケーション
技術においても、特にコロナ禍のもと対面コミュニケーションが限定された状況で、どのように
意図共有が可能であるかについて深く考察し、それに基づきインターフェイス開発を行った。ロ
ボットを司会として介入させ認知症患者の会話を誘発し言語機能を高める共想法はその成果の
ひとつである。領域全体の活動を通じて「共創言語進化学」という新たな学問領域を創成するこ
とができたと言える。以下、研究項目ごとの概要を述べる。 

 
A01 班：理論言語学を中心とする言語進化研究を推進した。階層性と意図共有の統合的理解の

観点から、言語の階層構造およびその思考への適応に注視する生成文法と、コミュニケーション
に代表される言語の社会的機能に注視する認知言語学を無理なく融合することを目指した。言
語学内部では激しく対立してきた 2 つの領域の融合を達成できた点において、本研究は革新的・
創造的な学術研究と言える。組み合わせ操作として生成文法でいう「併合 Merge」を仮定しなが
らも、これは言語専用ではなくより一般的な認知機能の領域固有化の例であるという認知言語
学的視点を加え、その認知機能には「多重注意」が含まれるとした。これらの成果は、B01-B03

班の実験デザインと C01 班のモデル構成を刺激した。 
 
B01 班：ヒトの言語と動物のコミュニケーション信号を連続的に理解する枠組みを構築した。

第 1 に、動物の発声信号を言語学の諸概念を活用して分析する研究を先導した。ジュウシマツ、
テナガザル、ヒトの発声信号を記号化した文字列が、いずれも文脈自由文法で記述できることを
示した。また、シジュウカラの発声の分析から、動物の音声が参照的に用いられていること、組
み合わせにより新たな意味が創発する場合があることを示した。第 2 に、家畜化による行動変容
が、ヒトの言語能力と動物の発声可塑性に貢献した可能性について、オキシトシンとグルタミン
酸による神経回路の制御に注目して論じた。いずれも広く関連分野を刺激する研究である。 

 
B02 班：7 万年前の石器から樹脂の痕跡を発見したことで矢の存在が示唆された。また、チン

パンジーが肉食獣と対峙して集団で屍肉食を行う様子を観察した。前者は階層性の萌芽であり、
後者は意図共有の萌芽である。多くの学問分野において、文化的存在である人間と自然の一部で
ある動物との間の不連続性が、暗黙のうちに前提とされている。しかし、自然と文化の二項対立
に基づくこのような理解は、どのような進化的過程が自然の中に文化を生ぜしめたのかという
極めて重要な問いを、単に回避するものである。人類進化の過程で獲得された言語が、人間を自
然から脱却させたとの説明がなされることがあるが、言語能力がいつ、いかにして出現したのか
を探求する試みはこれまで不十分であった。本研究領域の成果は、文化的存在である人間がいか
にして自然の中に出現したのかを理解する道を拓き、関連学問分野に波及効果を及ぼすことが
期待される。 

 
B03 班：発達心理学・発達言語学を中心とする言語進化研究を推進した。個体発生を人間の発

達として捉え、階層性と意図共有が子どもにおいてどのように出現・発達するか、またそれらの
融合・発展がいかに起こるかを明らかにした。これまでコミュニケーション能力発達に関する研
究は、多くが意図共有の発達に関するものに偏る傾向があった。B03 班は指差しなどの直示（意
図明示的）コミュニケーションでは、意図共有は階層性を伴って提示されることにより精緻に起
こること、逆に階層性はより精緻な意図共有を試みる中で発達することを、様々の実験結果によ
り実証的に明らかにした。直示コミュニケーションの発現が言語進化を促す可能性を提示した。 

 
C01：階層性と意図共有、その融合について、創発構成論を駆使した研究を進めた。階層性を

生む再帰的結合能力の進化シナリオ、ニューロエボリューションによる階層的認知の進化可能
性、統語の階層性の文化進化のプロセスを提示した。また、意図共有の計算原理に関して、身体
シミュレーションの重要性、敵対的模倣による相互作用の複雑化、フラクタル次元による運動意
図推定など大きな進展があった。そして、両者の統合についても、2 つの要素を再帰的に関連づ
ける self-attention の意図共有における役割を示した。さらに、共創的コミュニケーションのデザ
インを可能とする、共想法、ニューロフィードバック、協調的会話を促進するエージェントの性
質の解明など、様々な革新的な手法を開発した。 
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